
赤磐市中学生
職場体験

P02 ▶ P03

P20 ▶ P23
2月17日から3月17日まで
申告が始まります。

赤磐市成人式
P04 ▶ P05
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の
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で
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も
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学 校 名 実 施 日 事 業 所 数

桜が丘中学校 9月11日～ 9月13日 52

赤 坂 中 学 校 10月22日～10月25日 21

吉 井 中 学 校 11月13日～11月15日 15

磐 梨 中 学 校 11月14日～11月19日 22

高 陽 中 学 校 11月20日～11月22日 42

教
室
の
外
で
学
ん
だ

大
切
な
こ
と

　

昨
年
の
９
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に

か
け
て
、
市
内
５
つ
の
中
学
校
が
職
場

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
３
９
４
人

の
中
学
２
年
生
は
、
自
ら
が
選
ん
だ
職

場
に
飛
び
込
み
、「
働
く
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
、
そ
の
身
を
も
っ

て
学
び
ま
し
た
。

　

選
択
で
き
る
職
場
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
小
学
校
や
図
書
館
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
、
普
段
か
ら
働
い
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
ほ
か
、
空
港

や
自
衛
隊
、
土
木
作
業
現
場
な
ど
、
普

段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
職

場
も
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
が

見
た
社
会

職場体験と一言で言っても、その職種
は身近なものから普段はお目にかかれ
ないものまでさまざま。生徒たちは体
験中の数日間、学校では教えてもらえ
ないことを自らの目や心で感じ取って
いるようでした。

岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
14
は
、
毎
年
県
内
の
中
学
校
が
実
施
し
て

い
る
職
場
体
験
学
習
で
す
。
赤
磐
市
で
は
今
年
度
、
市
内
中
学
校
の
生

徒
３
９
４
人
が
体
験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

●
赤
磐
市
中
学
生
職
場
体
験
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Interview

Interview

　私は小さい子どもが好きで、職場体験
では仁美保育園に行きました。ですが、保
育園の仕事は思った以上に大変でした。子
ども同士のけんかがはじまるとどう仲裁す
ればいいか、またどうやって慰めればいい
か、はじめはまったく分かりませんでした。
その中で読み聞かせをしたとき、子どもに

「お姉ちゃん上手」と言われたのが本当に
うれしかったです。今
私には「絶対に保育
士になる」という強
い思いがあります。
これを実現できるよ
う、これからも勉強を
がんばりたいです。

職場体験で保育園に赴いた沢田奈々華さん。彼女は
この３日間で何を得たのかをインタビューしました。

吉井中学校
沢田 奈々華 さん

　私が中学生のとき、職場体験で保育園を選
びました。保育園での仕事は思った以上に大
変でした。でも最終日に、子どもたちが「てんて

（先生）！」と呼んでくれたのがすごくうれしかっ
たのを、今でも覚えています。思えば今、私が

幼稚園で先生をしているのも、このときのこ
とがあったからだと思います。皆さんも仕
事を選ぶときは、この職場体験で得たこ
と、またこれからの人生で得たことを大
切にしてください。

職場体験が今の私の原点です。 山陽幼稚園 ／ 津村  彩香  先生

保育士になるという
気持ちがますます
強くなりました。

赤 磐 市 中 学 生 職 場 体 験

　

体
験
を
終
え
た
生
徒
た
ち
に
話
を
聞

く
と
、
次
の
よ
う
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「
広
報
の
仕
事
に
就
い
て
み
て
感
じ
た

の
は
、
話
を
聞
い
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
と
て
も
難
し
い

と
い
う
こ
と
。
し
か
し
そ
の
分
、
記
事

と
し
て
完
成
す
る
と
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
」「
商
品
を
間
違
え
て
並
べ
な

い
こ
と
や
周
り
の
お
客
さ
ん
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
、
と
て

も
気
を
配
り
ま
し
た
」。

　

こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
、
仕
事
を
こ
な

し
た
と
き
の
や
り
が
い
だ
け
で
な
く
、

そ
の
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
、
そ
し
て

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
表
舞
台
の
裏

で
、
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

よ
う
と
日
々
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
使

命
感
な
ど
を
、
そ
の
目
と
心
で
感
じ
た

よ
う
で
し
た
。
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砂
川
清
流
太
鼓
の
迫
力
あ
る
勇
壮

な
演
奏
で
幕
を
開
け
た
成
人
式
。
式

典
で
は
ま
ず
、
市
長
が
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
賓
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
後
、
赤
磐

市
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の

髙
橋
冬
馬
さ
ん
と
小
椋
晶
奈
さ
ん

は
「
私
た
ち
を
温
か
く
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
方
へ
の
感
謝
の
心
と
と

も
に
、
今
日
の
式
場
で
の
熱
い
思
い

も
決
し
て
忘
れ
ず
、
真
の
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
長

い
人
生
を
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
も
着

実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

大
人
の

階
段
の
ぼ
る

１
月
12
日
、「
赤
磐
市
成
人
式
」
が
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
男
性
が
２
０
５
人
、
女
性
が
２
２
９

人
の
計
４
３
４
人
で
、
式
に
は
３
７
１
人
が
出
席
。

●
赤
磐
市
成
人
式
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赤 磐 市 成 人 式

　

式
典
終
了
後
は
、
11
人
の
成
人
式

実
行
委
員
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を

手
掛
け
た
イ
ベ
ン
ト
「
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
恩
師
へ
の
花
束
贈

呈
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

上
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
中
学
時
代
の
懐

か
し
い
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、

大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
上
映
が
終
わ
る
と
、
新
成
人

た
ち
は
学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ

た
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
な

ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰
予
定

※
対
象
者
は
平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人

〈
来
年
の
成
人
式
に
つ
い
て
〉
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情報ボックス
INFORMATION BOX

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
「
岡
山
ニ
ュ
ー

ス
も
ぎ
た
て
」
の
『
ま
る
ト
ク

情
報
』
の
コ
ー
ナ
ー
に
〝
野

菜
の
目
利
き
〞
と
し
て
ご
出

演
中
の
安
田
雅
次
さ
ん
を

講
師
に
お
迎

え
し
て
講
演

会
を
開
催
し

ま
す
。
日
本
の

食
・
農
・
食
育

の
啓
蒙
推
進
活

動
を
行
う
「
食
と
農
の
か
た
り

べ
」
の
安
田
さ
ん
が
旬
の
野
菜

や
果
物
の
見
分
け
方
な
ど
を

た
っ
ぷ
り
と
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
ど
う
せ
買
う
な
ら
、

い
い
モ
ノ
を
買
い
た
い
で
す
よ

ね
。
い
い
野
菜
と
果
物
の
見
分

け
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
講
演
会
後
は
、
保
存
食
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
う
交
流
会

も
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
ご

友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

く
ら
し
の
豆
知
識
を
見
つ
け
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、絵
手
紙
や
手
芸
用
品
、

洋
服
な
ど
の
手
作
り
作
品
の
展

示
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
申
し
込
み
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
３
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
講
演
会（
約
1
時
間
30
分
）

•
演
題
…
「
野
菜
・
果
物
の
活

用
と
健
康
」

•
講
師
…
安
田
雅
次
（
株
式
会

社
岡
山
丸
果  

総
括
部
長
）

■
交
流
会
／
「
私
の
手
づ
く
り

保
存
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

交
流
会
で
す
。
気
楽
な
震
囲

気
で
情
報
交
換
を
し
、
知
っ

て
得
す
る
く
ら
し
の
知
恵
情

報
を
手
に
入
れ
て
い
た
だ
く

時
間
で
す
。心
ば
か
り
の「
お

･

も･

て･

な･

し
」
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
お
楽

し
み
に
。

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
28
日
㈮

■
主
催
／
赤
磐
市
消
費
生
活
問

題
研
究
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

く
ら
し
安
全
課

く
ら
し
を
考
え
る
つ
ど
い

「
の
ぞ
い
て
み
よ
う 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」

〜 

衣
・
食
・
住  

き
ほ
ん
の
き 

〜

■
募
集
人
員
／
１
人

■
応
募
条
件
／
普
通
自
動
車
運

転
免
許
保
持
者
、
パ
ソ
コ
ン

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
操
作

が
で
き
る
人

■
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平

成
27
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間
／
１
日
７
時
間
15
分

■
受
付
期
間
／
２
月
３
日
㈪
〜

21
日
㈮

■
選
考
方
法
／
面
接
（
３
月
上

旬
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
中
央
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
を
通
じ
た

交
流
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
１
階　

調
理
研
修
室

■
講
師
／
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん

■
料
理
／
キ
ッ
シ
ュ
、
ス
ー
プ

■
定
員
／
25
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

※
小
学
生
以
下
・
会
員
無
料

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

※
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
２
月
７
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

秘
書
企
画
課

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
２
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所　
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-4783

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷介護保険課地域包括支援センター…☎ 955-1470

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

　▷都市計画課……………☎ 955-1485

　▷上下水道課工務班……☎ 955-2744

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷学校教育課……………☎ 955-0972

　▷中央図書館……………☎ 955-0076

　▷熊山図書館……………☎ 995-1273

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

　▷中央学校給食センター…☎ 955-9501

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷消防総務課消防団係…☎ 955-2245

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

給
食
セ
ン
タ
ー
嘱
託
員
募
集

４
月
１
日
採
用
予
定（
非
常
勤
）

●
募
集

お
い
し
い
国
際
交
流

「
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
」参
加
者
募
集
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

　

市
内
に
あ
る
歴
史
・
文
化
・

自
然
遺
産
を
訪
ね
、歴
史
を

学
び
な
が
ら
地
域
の
観
光
資

源
に
接
す
る
こ
と
で
、そ
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、探
訪
バ

ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
８
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
（
雨
天
決
行
）

■
集
合・解
散
場
所

　
赤
磐
市
役
所
正
面
玄
関

■
行
き
先

•
山
陽
郷
土
資
料
館

•
両
宮
山
古
墳

•
備
前
国
分
寺
跡

•
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

•
熊
山
英
国
庭
園

■
定
員
／
30
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。後
日
、返

信
用
は
が
き
で
結
果
を
連

絡
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料（
昼
食
代
は

当
日
自
己
負
担
）

■
申
込
期
限
／
２
月
21
日
㈮ 

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き

に
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・年
齢・生
年
月
日・電
話

番
号
を
ご
記
入
の
上
、送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
、友
人
な
ど
で
申
し
込
む
場

合
は
、同
一
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
情
報
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者（
責

任
者
）同
伴
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

•
歩
き
や
す
い
服
装・靴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

•
天
候
や
交
通
事
情
に
よ
り
行
き
先

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•
雨
具
な
ど
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

　
赤
磐
市
観
光
協
会
事
務
局

　
（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　
〒
７
０
９︲

０
８
９
８

　
赤
磐
市
下
市
３
４
４

　
赤
磐
市
観
光
協
会「
探
訪
バ

ス
ツ
ア
ー
」係

赤
磐
市
探
訪

バ
ス
ツ
ア
ー

参加者募集

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
有

害
鳥
獣
の
生
態
な
ど
を
学
び
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
23
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
／
西
山
公
民
館

■
講
師
／
阿
部　

豪
（
兵
庫
県

立
大
学
自
然
・
環
境
科
学
研

究
所  

特
任
助
教
）

■
演
題
／
「
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の

効
果
的
な
侵
入
防
止
柵
の
設
置

と
保
守
管
理
に
つ
い
て
」
ほ
か

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

農
林
課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

　

自
分
ら
し
い
人
生
の
終
わ
り

を
迎
え
る
た
め
の
活
動
と
い
う

意
味
で
「
終し

ゅ
う
か
つ活
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
「
終
活
」
の
中
で
も
財
産
に
関

わ
る
遺
言
や
相
続
、
成
年
後
見

制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
人
生
の

記
録
や
生
き
方
の
希
望
な
ど
を

書
き
留
め
て
お
く
「
わ
た
し
の

生
き
方
ノ
ー
ト
」
を
使
い
な
が

ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
２
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
中
央
図
書
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

■
内
容
／
あ
な
た
の
「
終
活
」
大

丈
夫
で
す
か
？　
〜
自
分
ら
し

い
老
後
を
お
く
る
た
め
に
〜

■
講
師
／
中
川
照
子
（
司
法
書

士
）、牧
沙
緒
里（
司
法
書
士
）、

日
笠
倉
一
（
司
法
書
士
）

■
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
21
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁
介

護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

将
来
に
わ
た
り
心
豊
か
に
楽

し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
？　

例
え
ば
改

修
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
桜

が
丘
中
央
緑
道
」。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
っ
て
〝
移
動
〞
し

や
す
く
な
る
こ
の
空
間
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
？　

最
新
の
移
動

機
器
を
体
験
し
な
が
ら
、
近
未

来
の
暮
ら
し
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
２
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
７
時

■
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流

セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
桜
が
丘
在
住
の
人

■
定
員
／
５
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
間
／
２
月
３
日
㈪
〜

７
日
㈮

■
申
込
方
法
／
電
話
で
予
約
後
、

期
限
内
に
所
定
の
申
込
用
紙

を
提
出
（
閉
庁
日
を
除
く
）

※
申
し
込
み
用
紙
は
本
庁
都
市

計
画
課
窓
口
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
主
催
／
早
稲
田
大
学
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
タ
ウ
ン
研
究
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

都
市
計
画
課

●
募
集

産
官
学
民
協
働
事
業「
桜
が
丘
の
近

未
来
の
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
考

え
る
」ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
参
加
者
募
集

●
募
集

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

●
募
集

赤
磐
市
有
害
鳥
獣

対
策
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
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消
防
団
は
、そ
れ
ぞ
れ
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、「
自
分
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、地
域
の
安
心・

安
全
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て

い
る
人
た
ち
が
集
ま
る
消
防
機

関
の一つ
で
す
。火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
、地
震
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
発
生
時
の
救
助
・
救

出
活
動
、警
戒
巡
視
、災
害
防

ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、地

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。ま

た
、災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、

平
常
時
に
も
訓
練
、防
火
指
導
、

広
報
活
動
な
ど
防
災
力
の
向
上

や
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
な
ど
に「
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
に
は
、火
災

予
防
や
地
域
防
災
な
ど
の
広

報・啓
発
活
動
を
主
に
、消
防
団

が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加
、

災
害
時
の
後
方
支
援
な
ど
を

行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

■
募
集
人
員

•
女　
性　
部
…
８
人
程
度

•
山
陽
方
面
隊
…
23
人
程
度

•
赤
坂
方
面
隊
…
17
人
程
度

•
熊
山
方
面
隊
…
２
人
程
度

•
吉
井
方
面
隊
…
39
人
程
度

■
入
団
資
格

•
赤
磐
市
に
居
住
、ま
た
は
勤

務
場
所
の
あ
る
18
歳
以
上
50

歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、任
命

権
者
が
特
に
必
要
と
認
め
た

場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
）

•
健
康
で
防
災
意
欲
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
旺
盛
な
人

■
申
込
期
限
／
２
月
28
日
㈮

■
消
防
団
員
の
処
遇

•
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

•
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
与

し
ま
す
。

•
公
務
災
害
補
償
、退
職
報
償

金
、表
彰
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

•
消
防
本
部
消
防
総
務
課
消
防
団
係

赤
磐
市

消
防
団
員

募
集
！

〈
４
月
採
用
予
定
〉

マスコット
キャラクター

団吉

女性
消防団員
歓迎!!

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

育
ち
や
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
」
体
制
づ
く

り
を
行
い
、
学
校
の
支
援
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
地
域
の
人
々
の

力
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

で
提
供
し
、
学
校
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。「
無
理
を
し
な

い
で
で
き
る
こ
と
」
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
代
表
的
な
支
援
内
容

•
学
習
支
援
…
家
庭
科
の
実
技

補
助
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

•
環
境
整
備
支
援
…
草
刈
り
、

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど

•
活
動
支
援
…
昔
遊
び
な
ど

•
安
全
支
援
…
登
下
校
の
見
守

り
、
校
外
学
習
の
付
き
添
い

な
ど

※
支
援
内
容
は
各
学
校
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
山
陽
西
小
学
校
（
担
当
／
石
原
）

　
☎（
９
５
５
）２
０
０
２

•
山
陽
東
小
学
校
（
担
当
／
豊
福
）

　
☎（
９
５
５
）１
９
１
１

•
山
陽
北
小
学
校
（
担
当
／
楠
）

　
☎（
９
５
５
）２
８
５
８

•
桜
が
丘
小
学
校
（
担
当
／
三
宅
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
５

•
高
陽
中
学
校
（
担
当
／
濱
田
）

　
☎（
９
５
５
）０
０
０
４

•
赤
坂
中
学
校
（
担
当
／
大
隅
）

　
☎（
９
５
７
）３
０
１
４

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
授

業
時
の
児
童
生
徒
支
援
な
ど
を

行
う
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
赤
磐
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
に
登
録
し
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
採
用
時
期
は
、
各
学

校
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
ご
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
採
用
条
件
／
教
員
免
許
は
い

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
活
動
内
容
／
通
常
学
級
や
特

別
支
援
学
級
で
、
児
童
・
生

徒
の
学
習
や
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

■
場
所
／
市
内
の
小
・
中
学
校

■
期
間
／
４
月
〜
翌
年
３
月

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
授

業
時
の
学
習
支
援
な
ど
を
行
う

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
勉
強
を
し
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
条
件
／
教
員
志
望
の
大

学
生
や
大
学
院
生
で
、
平
日

週
１
回
程
度
活
動
で
き
る
人

（
学
年
・
学
部
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
活
動
内
容
／
学
習
支
援
や
ク

ラ
ブ
活
動
の
支
援
な
ど
学
校

教
育
全
般

■
場
所
／
市
内
の
小
・
中
学
校

■
期
間
／
５
月
〜
翌
年
３
月（
年

度
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

●
募
集

特
別
支
援
教
育
支
援
員
に

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
募
集

平
成
26
年
度
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集

将
来
教
職
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
へ

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、 第1・2日

曜日 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたーユニバーサル映画上映会 「Give and Go」
　15日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り） 16日㈰ 午後2時～2時30分

　
●ブックんのおはなしかい 1日㈯・15日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 12日㈬・26日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム 11日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや 15日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会 8日㈯ 午前10時30分～11時

●無料観望会　1日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内2E V E N T  G U I D E  O N  F E B R U A R Y

著
書
、
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
の
本
、

落
合
恵
子
さ
ん
が
お
す
す
め
し

て
い
る
絵
本
な
ど
、
各
図
書
館

が
所
蔵
す
る
図
書
で
す
。

■
開
催
期
間
／
２
月
1
日
㈯
〜

27
日
㈭

■
場
所
／
中
央
図
書
館
、
熊
山

図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
〉

•
中
央
図
書
館
、
熊
山
図
書
館

〈
朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い
て
〉

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
定
最
低
賃
金（
県
内
／
時
間
額
）

•
耐
火
物
製
造
業
…
８
２
６
円

•
鉄
鋼
業
…
８
４
１
円

•
一
般
機
械
器
具
等
製
造
業
…
８
２
０
円

•
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業
…
７
５
６
円

•
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
…
８
０
７
円

•
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用

機
関
製
造
業
…
８
３
７
円

•
各
種
商
品
小
売
業
…
７
６
２
円

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

■
日
時
／
３
月
９
日
㈰

■
場
所
／
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

■
参
加
資
格

•
男
性
…
赤
磐
市
・
和
気
町
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

•
女
性
…
居
住
地
な
ど
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん

※
男
女
共
に
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

■
定
員
／
男
女
各
20
人
（
総
数

40
人
）

■
参
加
費
／
３
千
円

■
申
込
期
限
／
２
月
19
日
㈬

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
状
況
に
よ

り
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
主
催
／
和
気
町
・
赤
磐
市
１

市
１
町
合
同
結
婚
推
進
委
員
会

（
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
内
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•Lapish

（
ラ
ピ
ッ
シ
ュ
）

　
〒
７
０
０︲

０
８
２
１

　
岡
山
市
北
区
中
山
下
１︲

11︲

54

　
黒
住
ビ
ル

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）０
８
０
４

※
受
付
時
間
…
午
前
11
時
〜
午
後
８
時

　

市
観
光
協
会
で
は
、
観
光
資

源
の
発
見
を
目
指
し
て
、
教
育

委
員
会
と
協
力
し
て
調
査
研
究

を
進
め
て
き
た
「
倉
敷
往
来
」

に
つ
い
て
の
調
査
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

戦
国
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
、
美
作
市
林
野
一
帯
は
「
倉

敷
」
と
呼
ば
れ
、
岡
山
城
下
と

倉
敷
を
結
ぶ
「
倉
敷
往
来
」
は
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
県
道
岡

山
吉
井
線
を
中
心
と
す
る
こ
の

ル
ー
ト
に
は
多
く
の
史
跡
や
名

所
が
存
在
し
、
観
光
ル
ー
ト
と

し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
16
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

■
内
容
／
「
倉
敷
往
来
に
つ
い
て
」

■
講
師
／
高
畑
富
子
（
山
陽
郷

土
資
料
館  

学
芸
員
）

■
入
場
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
市
観
光
協
会
事
務
局

　
（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　

２
月
16
日
㈰
に
開
催
す
る
第

17
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
朗
読
会
出
演

者
の
関
連
図
書
を
展
示
し
て
紹

介
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
落
合
恵
子
さ
ん
の

●
募
集

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

in 
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

●
催
し

「
倉
敷
往
来
」調
査
研
究
報
告
会

●
お
知
ら
せ

朗
読
会
関
連
図
書
紹
介

●
お
知
ら
せ

必
ず
チ
ェッ
ク
最
低
賃
金

広報あかいわ（平成26年2月号）9



情報ボックス
INFORMATION BOX

医
療
費
の

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！　
　

　

医
療
費
の
還
付
が
あ
る
と

言
っ
て
、現
金
自
動
預
け
払
い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）を
操
作
さ
せ
て
現

金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
不

審
な
電
話
が
県
内
で
相
次
ぎ
、

他
の
市
町
村
で
は
現
金
を
だ
ま

し
取
ら
れ
る
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関

が
、医
療
費
の
還
付
手
続
き
を

電
話
だ
け
で
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、現
金

自
動
預
け
払
い
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の

操
作
を
指
示
し
た
り
、フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
連
絡
を
お
願
い

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、指
示
に
従
う

こ
と
な
く
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
赤
磐
警
察
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）０
１
１
０

・
消
費
生
活
相
談
室（
本
庁
く

ら
し
安
全
課
内
）

・
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
班

税
務
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
注
意
！

　
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査

と
称
し
て
、年
齢
や
家
族
構
成
、

年
金
の
受
給
状
況
、預
金
残
高
、

口
座
情
報
な
ど
に
つ
い
て
聞
き

出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

に
は
即
答
を
避
け
、相
手
の
所

属
部
署
、氏
名
、電
話
番
号
を

確
認
し
た
上
で
い
っ
た
ん
電
話

を
切
り
、税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
瀬
戸
税
務
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

「
2
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
日
時
／
２
月
13
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

■
場
所
／
熊
山
支
所
２
階　

第

１
会
議
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所　
年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
と
き
、

地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
、
次
の
対
象
動
物
を
飼
っ

て
い
る
場
合
は
、
飼
っ
て
い
る

場
所
と
頭
羽
数
に
つ
い
て
、
毎

年
４
月
15
日
ま
で
に
岡
山
県
へ

届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

は
、
飼
っ
て
い
る
頭
羽
数
に
関

係
な
く
、
１
頭
１
羽
で
も
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
動
物
／
牛
、
水

牛
、
馬
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山

羊
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ワ

ト
リ
、
ア
ヒ
ル
、
う
ず
ら
、

キ
ジ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面

鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
８
６（
７
２
４
）３
８
８
０

　

冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と

き
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
（
風
あ
た
り
の
強
い
所
は
マ

イ
ナ
ス
１
か
ら
２
度
）
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が

出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早

め
の
防
寒
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
メ
ー
タ
ー
を
保
護

す
る
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
・

布
切
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
を
入
れ
て
保
温
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら

蛇
口
ま
で
の
漏
水
は
、
上
下
水

道
課
で
は
修
理
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
赤
磐
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
で
止
水
で
き
な
い
場
合

や
、
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
上
下

水
道
課
工
務
班

　
岡
山
地
方
協
力
本
部
で
は「
幹

部
候
補
生
受
験
説
明
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
22
日
㈯
、
３
月
15
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
…
午

前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分
）

■
場
所
／
岡
山
第
２
合
同
庁
舎

２
階
会
議
室
（
岡
山
市
北
区

下
石
井
１︲

４︲

１
）

■
対
象
／
自
衛
官
受
験
に
興
味

の
あ
る
人

■
問
い
合
わ
せ
先

•
自
衛
隊 

岡
山
募
集
案
内
所

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/okayam

a/

●
お
知
ら
せ

ニ
ワ
ト
リ・ア
イ
ガ
モ・ヤ
ギ
な
ど
を

飼
っ
て
い
る
人
へ

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談 （
※
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

寒
く
な
っ
た
ら
水
道
管
の

凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
お
知
ら
せ

自
衛
官
受
験
説
明
会
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

美作岡山道路（吉井IC－柵原IC）建設事業に係る環境影響評価実施計画書の縦覧のお知らせ
　赤磐市と美咲町にまたがる「美作岡山道路（吉井IC－柵原IC）」の建設にあたり、「岡山県環境影響評価等に関する条例」
に基づき、環境影響評価の方法を記載した実施計画書を作成しました。つきましては、実施計画書を次のとおり縦覧しますので、
お知らせいたします。

１. 環境影響評価実施計画書の縦覧について
縦覧期間　　平成26年１月28日㈫～平成26年２月10日㈪ （ただし、土曜日、日曜日、祝日は除く）
縦覧時間　　午前８時30分から午後５時まで
縦覧場所　　岡山県土木部道路建設課（岡山市北区内山下２丁目４番６号）
　　　　　　岡山県備前県民局建設部美作岡山間道路建設班（和気郡和気町和気487-2）
　　　　　　岡山県美作県民局建設部美作岡山間道路建設班（美作市入田291-2）
　　　　　　赤磐市建設事業部建設課（赤磐市下市344番地）
　　　　　　赤磐市吉井支所産業建設課（赤磐市周匝136番地）
　　　　　　美咲町建設課（久米郡美咲町原田1735）
　　　　　　美咲町柵原総合支所（久米郡美咲町久木200-8）

ただし、岡山県備前県民局建設部美作岡山間道路建設班及び美作県民局建設部美作岡山間道路建設班
では、平成26年１月28日㈫及び２月４日㈫の縦覧時間を午後７時までとします。

２. 事業者の氏名及び住所
（1）事業者の名称　　岡山県
（2）代表者の氏名　　岡山県知事　伊原木　隆太
（3）主たる事務所の所在地　　岡山市北区内山下２丁目４番６号

３. 対象事業の名称、種類及び規模
（1）対象事業の名称　　美作岡山道路（吉井IC－柵原IC）建設事業
（2）対象事業の種類　　自動車専用道路等の新設
（3）対象事業の規模　　道路延長　約６km、　車線数　４車線、　設計速度　80km/h

４. 対象事業実施区域　　赤磐市周匝 ・ 黒本 ・ 黒沢 ・ 福田 ・ 中山 ・ 稲蒔 ・ 塩木 ・ 光木　
　　　　　　　　　　美咲町飯岡

５. 実施計画書周知計画地域　　赤磐市周匝 ・ 草生 ・ 黒本 ・ 黒沢 ・ 福田 ・ 中山 ・ 稲蒔 ・ 塩木 ・ 光木
　　　　　　　　　　　　　美咲町王子 ・ 飯岡 ・ 高下

６. 意見の申し出について
この環境影響評価実施計画書について、環境の保全の見地からの意見を書面により、事業者又は知事に対し、意見書の提
出により述べることが出来ます。
提出期限　平成26年２月17日㈪必着
提出方法　郵送、ファクシミリ、直接持参
提出先　事業者 ： 岡山県土木部道路建設課

（〒700-8570 岡山市北区内山下２丁目４番６号、FAX 086-224-1194）
岡山県備前県民局建設部美作岡山間道路建設班

（〒709-0492 和気郡和気町和気487-2、FAX 0869-93-3785）
県知事 ： 岡山県環境文化部環境企画課

（〒700-8570 岡山市北区内山下２丁目４番６号、FAX 086-233-7677）
意見書への記載事項　　※意見書は、日本語により意見の理由も含めて記載してください。
①　意見書を提出しようとする者の氏名及び住所（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事
　　務所の所在地）
②　意見書の提出の対象である実施計画書の名称
③　実施計画書についての環境の保全の見地からの意見

７. 問い合わせ先　岡山県備前県民局建設部美作岡山間道路建設班　℡0869-92-5175

■
対
象
施
設
／
山
１ 

山
陽
町
第

２
塵
芥
処
理
場
（
山
陽
桜
が

丘
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

■
都
市
計
画
案
の
内
容
／
ご
み

焼
却
場
の
廃
止

■
縦
覧
期
間
／
１
月
28
日
㈫
〜

２
月
10
日
㈪

※
開
庁
時
間
内
に
限
り
ま
す
。

■
縦
覧
場
所
／
本
庁
都
市
計
画

課
■
意
見
書
の
提
出
／
都
市
計
画

変
更
案
の
内
容
に
つ
い
て
、

ご
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
本
庁
都

市
計
画
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
都
市

計
画
課

●
お
知
ら
せ

「
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画

ご
み
焼
却
場（
赤
磐
市
決
定
）」

の
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

広報あかいわ（平成26年2月号）11



ザ・コラム／スポーツの話題
The Column/ SPORTS TOPICS

●
環
境
コ
ラ
ム 

［ 

第
３
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

環
境
課

　

動
物
は
人
の
心
を
癒
や
し
、
心
豊
か

な
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
、
一
部
で
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い

主
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷
惑
や
飼
え
な

く
な
っ
た
動
物
が
捨
て
ら
れ
野
生
化

す
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
や
「
岡
山
県
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
」、「
狂
犬
病
予

防
法
」
な
ど
を
守
っ
て
動
物
が
快
適
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
動
物
の
習
性
な
ど
を

　
正
し
く
理
解
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

動
物
に
は
そ
の
種
類
に
応
じ
た
生

態
や
習
性
、
生
理
が
あ
り
ま
す
。
飼
う

前
か
ら
飼
い
方
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
飼
い
始
め
た
ら
そ
の
動
物
に
あ
っ

た
適
正
な
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て

　
飼
い
ま
し
ょ
う

　

飼
え
な
い
か
ら
と
動
物
を
捨
て
る

こ
と
は
、
そ
の
動
物
を
危
険
に
さ
ら
す

だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
に
も
多
大
な

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来
生
物
が

野
外
に
放
た
れ
る
と
農
業
被
害
の
発

生
や
生
態
系
破
壊
が
お
こ
り
ま
す
。

◇
危
害
や
迷
惑
の
発
生
を

　
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
な
ど
で
公
共
の
場
所
な
ど

の
生
活
環
境
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
に
危
害
を
加
え

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
る
と
一
匹
一

匹
を
適
正
に
飼
え
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
る
全
て
の
命
に
責

任
が
持
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
不
妊
去

勢
手
術
を
す
る
な
ど
し
て
管
理
で
き

る
範
囲
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
野
良
猫
に

餌
を
与
え
る
こ
と
で
不
幸
な
命
を
増

や
す
手
助
け
を
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
を
正
し
い
方
法
で
飼
って
い
ま
す
か
？

～
動
物
を
飼
って
い
る
皆
さ
ん
へ
～

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
３
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

く
ら
し
安
全
課

　

最
近
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
な
ど

が
全
国
的
に
多
発
し
て
お
り
、
災
害
は

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
は
、

裏
山
の
崩
壊
や
家
屋
へ
の
浸
水
な
ど

が
予
測
さ
れ
、
家
に
留
ま
っ
て
お
く
こ

と
が
危
険
な
状
況
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
早
急
に
避
難
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
の
で
、
慌
て
ず
に
行
動

す
る
た
め
に
、
各
地
区
に
開
設
さ
れ
る

避
難
所
と
そ
こ
へ
至
る
避
難
経
路
を

日
ご
ろ
か
ら
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
て
、
避
難
所
を
家
族
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
所
の
場
所
な

ど
は
、
冊
子
「
わ
が
家
の
防
災
」
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

○
わ
が
家
の
防
災

http://w
w

w
.city.akaiw

a.
lg.jp/w

agayanobosai.pdf
○
防
災
避
難
場
所

http://w
w

w
.city.akaiw

a.
lg.jp/m

ap/safe.htm
l

　

避
難
所
は
、
迫
り
く
る
危
険
を
回
避

す
る
た
め
一
時
的
に
身
を
寄
せ
る
施

設
の
こ
と
を
い
い
、
地
区
の
集
会
所
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
、
学
校
の
体

育
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て

開
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
避

難
所
と
は
別
に
、
避
難
所
の
状
況
か
ら

判
断
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き

に
、「
福
祉
避
難
所
」
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
介
護
の
必
要
な
高
齢
者

や
妊
産
婦
な
ど
で
避
難
所
で
は
生
活

が
困
難
な
人
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
、

社
会
福
祉
施
設
を
利
用
し
た
り
、
避
難

所
の
一
部
を
整
備
し
た
り
し
て
開
設

し
ま
す
。

　

市
は
平
成
24
年
10
月
に
、
市
内
外
の

介
護
保
険
施
設
な
ど
８
施
設
と
「
災
害

時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
施
設
利
用

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
お
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
「
福
祉
避
難
所
」
が

開
設
で
き
る
よ
う
態
勢
を
整
え
て
い

ま
す
。

避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

広報あかいわ（平成26年2月号）12
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●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
81
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

健
康
増
進
課

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
健
康
な
体
づ
く
り
を

し
、
風
邪
に
負
け
な
い
よ
う
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
感
染
症
を
予
防
す
る
に
は
…
〉

①
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う

　

机
や
水
道
の
蛇
口
、
ド
ア
ノ
ブ
な
ど

に
付
着
し
た
菌
が
、
手
を
介
し
て
口
や

目
、
鼻
な
ど
の
粘
膜
か
ら
体
内
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
石
け
ん
に
よ
る
こ
ま
め

な
手
洗
い
が
、
感
染
の
機
会
を
減
ら
し

ま
す
。
爪
は
短
く
切
っ
て
い
ま
す
か
？ 

時
計
や
指
輪
を
外
し
て
い
ま
す
か
？ 

汚
れ
が
残
り
や
す
い
指
先
、
指
の
間
、

親
指
の
周
り
、
手
首
、
手
の
し
わ
を
意

識
し
て
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
う
が
い
は
丁
寧
に

　

う
が
い
を
し
た
場
合
は
、
し
な
い
場

合
に
比
べ
て
感
染
症
に
か
か
る
確
率

を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。

③
マ
ス
ク
を
正
し
く

　
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
さ
え
い
れ
ば

安
心
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
正
し
く

使
用
で
き
て
い
な
い
と
、
マ
ス
ク
の
効

果
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
こ
と
に

気
を
付
け
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
鼻
と
口
を
覆
い
、隙
間
を
作
ら
な
い
。

・
マ
ス
ク
の
表
面
は
ウ
イ
ル
ス
が
付

着
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
使

用
中
や
外
す
と
き
に
触
ら
な
い
。

・
マ
ス
ク
用
防
菌
ス
プ
レ
ー
な
ど
を

活
用
し
て
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け

な
い
。

・
耳
に
か
け
る
ひ
も
を
持
っ
て
顔
か
ら

外
し
、外
し
た
後
は
手
洗
い
を
す
る
。

・
市
販
の
不
織
布
製
マ
ス
ク
は
１
日

１
枚
の
使
い
捨
て
に
す
る
。

風
邪
に
負
け
な
い
元
気
な
カ
ラ
ダ
づ
く
り
の
た
め
に
！

④
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

　
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

毎
日
の
食
事
で
摂
り
入
れ
た
い
も

の
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、
緑
黄
色
野
菜
、

淡
色
野
菜
、
果
物
で
す
。
主
食
の
炭
水

化
物
と
脂
肪
も
適
切
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
免
疫
力

を
高
め
風
邪
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
タ
ン
パ
ク
質
…
肉
類
、
魚
介
類
、
豆

類
、
乳
製
品
、
卵
な
ど

・
緑
黄
色
野
菜
…
小
松
菜
、
に
ら
、
大

根
の
葉
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
、

ピ
ー
マ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

・
淡
色
野
菜
…
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
レ

タ
ス
、
玉
ね
ぎ
、
セ
ロ
リ
、
大
根
な
ど

・
果
物
…
り
ん
ご
、バ
ナ
ナ
、み
か
ん
、

い
ち
ご
な
ど

⑤
休
養
も
十
分
に

　

睡
眠
を
と
り
、
疲
労
の
回
復
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
免
疫
力
は
保
た
れ
ま

す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
戦
は
、い
よ

い
よ
５
年
目
。赤
磐
市
は
今
年
も
挑

戦
し
ま
す
。

　

誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
者

と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
、こ
の
日

午
後
９
時
ま
で
に
、市
内
で
15
分
以

上
体
を
動
か
せ
ば
Ｏ
Ｋ
！

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
い
た
だ
き
、あ
な
た
の
健

康
と
赤
磐
市
の
勝
利
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

２
月
下
旬
に
は
、今
年
の
対
戦
自

治
体
が
決
定
し
ま
す
。

　

昨
年
と
同
じ
く
、市
民
一
丸
と

な
っ
て
、勝
利
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

今年もやります！ 5月28日㈬開催

チャレンジデー

広報あかいわ（平成26年2月号）13
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※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
主
に
水
曜

日
に
15
分
以
上
運
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
、
吉
井
ス

ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
の
「
フ
ッ
ト
サ
ル

教
室
」
で
す
。

　

毎
週
金
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら

約
２
時
間
、
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
50
人
で
活
動
し
、
今
年
で

２
年
目
に
な
り
ま
す
。
小
学
生
中

心
で
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望
す

る
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内
容
・

場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
水

曜
日
以
外
の
活
動
日
で
も
掲
載
可

能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

吉井スポレククラブの「フットサル教室」

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
⑲

植木くん、坪井くん、土居くん

峯平さん、鈴木さん、（市長）、林さん、（教育長）

職
場・ク
ラ
ブ
野
球
大
会

優
勝
の
吉
井
ス
ポ
レ
ク

ス
ラ
ッ
ガ
ー（
上
）と
体

育
協
会
会
長
杯
優
勝
の

レ
ッ
ド
デ
ビ
ル（
下
）

第
92
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
（
東
京
）

〈
玉
野
光
南
高
等
学
校
３
年
〉

◦
坪
井　

伸
友
（
穂
崎
）

〈
玉
野
光
南
高
等
学
校
２
年
〉

◦
植
木　

雄
登
（
桜
が
丘
西
８
）

〈
玉
野
光
南
高
等
学
校
１
年
〉

◦
土
居　

晃
貴
（
桜
が
丘
西
１
）

２
０
１
３
サ
ニ
ッ
ク
ス
旗
福
岡

国
際
中
学
生
柔
道
大
会
（
福
岡
）

〈
高
陽
中
学
校
２
年
〉

◦
永
野　

滉
貴
（
西
中
）

◦
高
畑　

廉
太
（
山
陽
１
）

◦
小
坂　

拓
巳
（
山
陽
６
）

◦
原
田　

悠
杜
（
山
陽
４
）

◦
濱
邊　

陸
翔
（
山
陽
４
）

〈
高
陽
中
学
校
１
年
〉

◦
井
本　

泰
史
（
立
川
）

◦
岡
本　

陸
玖
（
河
本
）

〈
監　

督
〉

◦
越
宗　

昌
孝
（
西
窪
田
）

〈
コ
ー
チ
〉

◦
小
坂　

詔
義
（
下
仁
保
）

第
15
回
赤
磐
市
職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

■
開
催
日
／
９
月
９
日
〜
24
日

■
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

■
参
加
チ
ー
ム
数
／
６
チ
ー
ム

◦
第
１
位
…
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ス
ラ
ッ
ガ
ー

　
　
　
　
　
（
吉
井
支
部
）

◦
第
２
位
…
ブ
ル
ー
レ
イ
ズ（
吉
井
支
部
）

赤
磐
市
体
育
協
会
会
長
杯
野
球
大
会

■
開
催
日
／
10
月
27
日
〜
11
月
17
日

■
場
所
／
桜
が
丘
野
球
場
、
赤
坂

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

■
参
加
チ
ー
ム
数
／
14
チ
ー
ム

◦
第
１
位
…
レ
ッ
ド
デ
ビ
ル

◦
第
２
位
…
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ

◦
最
優
秀
選
手
…
石
原
勇
也
（
レ
ッ
ド
デ
ビ
ル
）

第
８
回
赤
磐
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

■
開
催
日
時
／
11
月
24
日

■
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
出
場
者
数
／
36
人

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
第
１
位
…
愛
甲
・
小
山

◦
第
２
位
…
福
田
・
瀬
戸
口

◦
第
３
位
…
小
野
・
坪
井

◦
第
４
位
…
中
村
・
宮
原

〈
女
子
・
シ
ニ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〉

◦
第
１
位
…
柳
原
・
多
田

◦
第
２
位
…
岡
部
・
岡
部

◦
第
３
位
…
小
野
田
・
岡
田

◦
第
４
位
…
杉
川
・
小
山

赤
磐
市
長
杯
第
６
回
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日
／
12
月
２
日

■
場
所
／
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場

■
出
場
者
数
／
２
６
９
人

◦
第
１
位
…
鈴
木
譲
治
（
桜
が
丘
西
７
）

◦
第
２
位
…
峯
平
田
鶴
子
（
桜
が
丘
西
７
）

◦
第
３
位
…
林　

和
男
（
桜
が
丘
西
１
）

◦
第
４
位
…
岸
田　

稔
（
山
陽
２
）

◦
第
５
位
…
岩
田
節
子
（
河　

本
）

◦
第
６
位
…
加
納
孝
子
（
和　

田
）

◦
第
７
位
…
岩
本
須
江
子
（
中　

島
）

◦
第
８
位
…
森　

邦
子
（
惣　

分
）

◦
第
９
位
…
佐
藤
和
子
（
桜
が
丘
西
７
）

◦
第
10
位
…
高
野　

税
（
下
仁
保
）

第
２
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
長
杯

■
開
催
日
／
12
月
７
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
出
場
者
数
／
35
人

〈
８
ｍ
の
部
〉

◦
第
２
位
…
北
野　

博
史

◦
第
３
位
…
清
尾
早
智
子

〈
６
・
７
ｍ
の
部
〉

◦
第
２
位
…
津
田　

悦
子

◦
第
３
位
…
菅
原　

英
孝

〈
４
・
５
ｍ
の
部
〉

◦
第
１
位
…
平
井　

颯
人

◦
第
２
位
…
平
井　

菜
乃

第
12
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
交
歓
会

■
開
催
日
／
12
月
７
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
出
場
者
数
／
36
人

〈
大
人
の
部
〉

◦
第
２
位
…
清
尾
早
智
子

◦
第
３
位
…
平
井　

達
良

〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉

◦
第
１
位
…
徳
永　

晋

◦
第
２
位
…
平
井　

颯
人

全
国
大
会
出
場

結　
果
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図書館通信
LIBRARY NEWS

おすすめ

今
月
の

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間（2月17日～2月24日）
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■2月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『Give and Go』（70分）
　けがでチームを離れ、うらぶれた生活を送るケニー
は、バスケット好きなろうあの少女、夏希と出会う。障害
があることで心に葛藤を抱く彼女に、ケニーはバスケッ
トチームを作る提案をする。バスケットを通じて心の触
れ合いを描く。
■日時／2月15日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：ユニバーサル映画上映会

蔵書点検および図書館システム更新のため休館します
　2月17日㈪から24日㈪まで、市内4図書館は蔵書
点検および図書館システム更新のため休館します。
　利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご了
承ください。
※本の返却は返却ポストをご利用ください（赤磐市立

図書館以外の図書館で借りた本は入れないでくだ
さい）。

※紙芝居、大型絵本や、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオなど視聴覚
資料は開館後カウンターへお願いします。

★休館中は図書館ホームページリニューアルのため
　ホームページの閲覧はできません。
　本の検索および予約、赤磐市にない本のリクエス
ト、パスワードの発行、お問い合わせ、団体予約申し
込みなどすべて利用できません。

休館のお知らせ

『図解一目でわかる！ 日本銀行のからくり』
 ●ワールドエコノミー研究会／著
 ●PHP研究所／出版

『幸せになる脳はだっこで育つ。』
 ●山口　創／著
 ●廣済堂出版／出版

『ノボさん』
 ●伊集院　静／著
 ●講談社／出版

『ユニコーン』
 ●原田　マハ／著
 ●ＮＨＫ出版／出版

一般書

『筋肉づくり』は健康長寿のもと
　あなたは大丈夫ですか！？ いつの間にか足腰が衰え
ているかも…。筋肉の衰えをチェックして、健康で明る
く過ごすために筋肉ケアの方法を学びましょう。
■日時・内容　
　◦3月1日㈯…「筋肉量をはかってみましょう」
　◦3月5日㈬…「骨盤底筋のおはなし」
　◦3月7日㈮…「新ロコモティブシンドローム」　　
　午前10時30分～正午
■講師／ＩＰＵ環太平洋大学　飯出一秀　教授
■場所／中央図書館　多目的ホール
■定員／20人（先着順）
■参加費／無料　　■持ち物／タオル1枚
■申し込み／2月1日㈯午前10時より中央図書館で申

し込み受付開始（電話可）。
※講義と簡単な実技の3回シリーズです。動きやすい

服装でご参加ください。

○	 健康・生活講座

＜平成25年１月１日～11月30日＞
①「日本の恋と、ユーミンと。」 松任谷　由実／歌　
②「バラー丼」 いきものがかり／演奏
②「ＹＵＺＵ ＹＯＵ」 ゆず／演奏
④「ａｙａｋａʼｓ ＢＥＳＴ」 絢香／歌
④「ＡＬＬ ＳＩＮＧＬＥＳ ＢＥＳＴ ２」 コブクロ／演奏
④「ＢＥＳＴ ＨＩＴＳ ２」 ＥＸＩＬＥ／歌
⑦「ＳＥＩＫＯ ＳＴＯＲＹ」 松田　聖子／歌
⑦「Ｂｚ̓ Ｔｈｅ Ｂｅｓｔ ＸＸＶ 1988-1998」 Ｂｚ̓／演奏
⑦「Ｂｚ̓ Ｔｈｅ Ｂｅｓｔ ＸＸＶ 1999-2012」 Ｂｚ̓／演奏
⑦「ＢＥＳＴ ＨＩＴＳ １」 ＥＸＩＬＥ／歌

○	 赤磐市立図書館ＣＤ予約ベスト
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館（町苅田507／☎957-2211）

ドキドキ講座「自然観察会」
城山公園の鳥の観察
城山公園の自然や渡り鳥、冬鳥を観察してみよう！
■日時／2月15日㈯　午前9時～11時
■集合場所／吉井支所 駐車場
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、温かい服装、双眼鏡など
■申込開始日／2月3日㈪

ノルディックウォーク体験教室
２本のポールを使用して、誰でも手軽に始められるノル
ディックウォークを体験してみよう！
■日時／3月1日㈯　午前10時～午後1時
■場所／熊山地域を散策します。
■集合場所／熊山運動公園 駐車場
■講師／岡山県ノルディック・ウォーク連盟公認指導員
■対象／一般（初心者歓迎）　　■定員／30人　
■参加費／300円（ポールレンタル代）
　　　　　※ポール持参の人は無料
■申込開始日／2月17日㈪

季節の薬膳料理教室　春編
季節の食材を使って、薬膳料理をわかりやすく学びま
す。料理の仕方であなたも健康になれる！？
■日時／3月2日㈰　午前9時30分～午後1時30分
■講師／田中　まり
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／1,000円
■申込開始日／2月17日㈪

シニアライフ講座
「老年期を生き生きと過ごすために」
川崎医療福祉大学 竹田恵子教授による出張講座（講
演）。老年期に生きがいを持って楽しく過ごす方法を見
つけるお手伝いをします。
■日時／2月27日㈭　午後1時30分～3時
■場所／吉井会館2階 農事実習室
■定員／30人　　■参加費／100円
■申込開始日／2月12日㈬

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

第42回ブルーシャトーコンサート
『津軽三味線＆沖縄や奄美の島唄』
大震災・原発事故からの避難生活の中で母娘が唄い、
語ります。
■日時／2月15日㈯　午後3時～4時30分
■出演／蝦

え び な

名　宇
う ま

摩、 蝦
え び な

名　蓮
れ つ

津
■曲目／「津軽じょんがら」「沖縄・奄美の民謡」曲引きetc.
■対象／乳幼児～一般
■入場料／無料　　■申し込み／不要

山陽公民館まつり
山陽公民館で活動しているグループの日ごろの学習成
果を発表します。今年度は2日間にわたり舞台発表があ
ります。皆さんお誘い合わせの上、ぜひお越しください。
■日時／3月1日㈯、2日㈰
　　　　両日ともに午前9時～午後4時
■内容／舞台発表、展示発表、出店、茶席、体験コーナー
※3月1日はアトラクションとして山陽西小学校の「西小

太鼓」の演奏、もちつきがあります。詳細は、ポスター・
チラシをご覧ください。

オカリナと歌で綴
つづ

る命の歌コンサート
全国を旅する音楽家奥野勝利と童謡唱歌代表大村由
美子が、音楽を通して目に見えないきずな・優しさ・思い
やり・生きる力・感謝の心を伝えます。
■日時／2月8日㈯　午後1時30分～3時
■対象／幼児～一般　　■定員／130人
■入場料／100円　　■申し込み／不要

熊山放課後子ども教室
「子ども料理教室」
変わり巻き寿司を作ります。切ったらどんなもようが出
てくるかな？ 作って、食べて、元気になろう！
■日時／2月8日㈯　午前9時30分～11時30分
■講師／小川　康子（岡山県栄養士会 東備支部）
■対象／小学生　　定員／20人
■参加費／無料
■持ち物／エプロン、三角巾、マスク、タオル
■申込開始日／2月3日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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楽しいケーキづくり
もうすぐひなまつり！ みんなで楽しくケーキを作ってみ
ませんか！
■日時／3月1日㈯　午前9時30分～午後1時
■講師／青井　初恵
■対象／中学生～一般　　■定員／16人
■参加費／800円
■申込開始日／2月1日㈯

ウォーキングラリー in ふれあい公園
早春の公園内でお友達と「公園の秘めたるなぞ？」を解
き明かしながら春を感じてみませんか！ ぜひ皆さん来
てねー！
■日時／3月8日㈯　午前10時～正午（小雨決行）
■集合場所／山陽ふれあい公園 多目的グラウンド
■対象／中学生～一般　　■定員／30人
■参加費／200円（おにぎり付き）
■申込開始日／2月1日㈯

思い出作り教室⑪
子どもたちの放課後支援を目的に身近な材料で工作・
工芸をしたり、なつかしい遊具が体験できます。遊びを
通し「年下に思いやりの心」を学びます。
■日時／2月5日㈬～22日㈯　午後4時～5時
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

〈茶道〉親子体験教室
忙しい日々のひととき、和を代表する「おもてなし」の
茶道に参加し、一服のお茶と和菓子をいただきましょ
う。子どもさんが日本文化を体験するのもいいですね！
■日時／2月8日㈯　午前10時～正午
■講師／森末　宗楔
■対象／幼児～一般（幼児は保護者同伴）
■定員／20人　　■参加費／150円
■申込締切日／2月6日㈭

生キャラメル＆生チョコ作り教室（託児付）
今年のバレンタインには、心のこもったプレゼントを
作ってみませんか！
■日時／2月9日㈰　午前9時～正午
■講師／阿部　千枝子
■対象／中学生～一般　　■定員／12人
■参加費／500円　　■申込締切日／2月6日㈭
※託児あり（申し込み時に申請が必要）、1歳から就学前

が対象、1人100円

パソコン講座
自分のパソコンで覚える「エクセルの基礎」
■日時／2月16日㈰　午前9時～午後4時30分
　　　　（※休憩…正午～午後1時30分）
■対象／一般　　■定員／10人
■受講料／1,500円（テキスト代別途）
■参加条件
◦正常に作動するノートパソコン（Ver.2000以上のエク

セルがインストールしてあるもの）を持ち込めること
◦マウス操作や文字入力ができること
■申込開始日／2月3日㈪
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）

パパとパパっと手作りクッキー
パパっとシリーズ第2弾。親子（おじいちゃんも可）で手
作りクッキーを作ろう。ホワイトデーの贈り物にもいい
ですよね。
■日時／2月23日㈰　午後2時～4時
■講師／阿部　千枝子
■対象／5歳以上の子どもと男性保護者
■定員／16組　　■参加費／500円（1組）
■持ち物／エプロン、ふきん、三角巾
■申込開始日／2月3日㈪

針と糸を使わない手芸教室
すてきなミニ財布やカードケースを作って楽しみませんか。
■日時／2月25日㈫　午前9時～午後12時30分
■場所／桜が丘いきいき交流センター 美術工芸室
■講師／歳森　由紀子　　■対象／一般
■定員／15人　　■参加費／700円
■持ち物／ペンチ、物差し（15㌢または30㌢）
■申込開始日／2月3日㈪

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

第11回赤磐市音楽祭
～弦楽五重奏による名曲ア・ラ・カルト～
■日時／3月9日㈰　午後2時～4時（午後1時30分開場）
■場所／中央公民館2階 大集会室
■入場料／大人1,000円、中学生以下500円（全席自由）
■出演
　佐份利恭子（ヴァイオリン）、 長坂　拓己（ヴァイオリン）、
　佐份利祐子（ヴ ィ オ ラ）、 渡辺　雅弦（チ ェ ロ）、
　南出　信一（コントラバス）
■プログラム
◦ヴィヴァルディ「春」　　◦ピアソラ「春」
◦ハッピーバースデイ変奏曲
◦アンダーソン「ブルータンゴ」ほか
◦ア・ラ・カルト・デ・セレナーデ（弦楽合奏の名曲を集めて）
■定員／250人
※チケットは中央・赤坂・熊山・吉井公民館で2月10日㈪から販売します。
■問い合わせ先／中央公民館 ☎955-0069
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●赤磐市の人口 （平成26年1月1日現在）

人 　 口 44,979 人 （ －12 ）
男 　 性 21,541 人 （ － 6 ）
女 　 性 23,438 人 （ － 6 ）
世 帯 数 17,568 世帯 （ － 5 ）

※（　）は12月1日との差

●平成25年12月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成25年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（3）
0

（3）
0

（1）
0

（14）
0

（21）
9

（95）
64

（638）
13

（165）
14

（171）
100

（1069）
東出
張所

0

（3）
0

（0）
0

（0）
0

（3）
0

（6）
2

（41）
24

（260）
4

（71）
5

（56）
35

（428）

北出
張所

1

（3）
0

（0）
0

（1）
0

（2）
1

（6）
3

（28）
9

（188）
6

（47）
2

（13）
20

（276）

計 1
（9）

0
（3）

0
（2）

0
（19）

1
（33）

14
（164）

97
（1086）

23
（283）

21
（240）

155
（1773）

●平成25年12月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
25年12月中 231 147 1 6 31 84 
24年12月中 216 134 0 1 37 82 
増        減 15 13 1 5 -6 2 

25年12月末 1,034 260 5 23 302 774 
24年12月末 1,150 339 0 25 427 811 
増        減 -116 -79 5 -2 -125 -37 

●今月の交通標語 「 電話より  意識とマナーの  携帯を 」

●2月の税などを期限内に納めましょう
介 護 保 険 料 9 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 8 期

※期限は2月28日まで

■施設案内
山陽ふれあい公園 体育館
　バスケットボール・バ
レーボール・バドミント
ン・卓球などさまざまな
スポーツや、レクリエー
ションなどを行うことが
できます。
＜メインアリーナ＞
◦バスケットボールコート2面
◦バレーボールコート9人制2面・6人制3面
◦バドミントンコート10面 
＜フィットネスアリーナ＞
◦バレーボールコート6人制1面
◦バドミントンコート3面
■利用料金（バドミントンコート1面・1時間あたり） 
◦フロアー…市内100円／市外150円 
◦照     明…市内100円／市外150円 
　（貸出用具・支柱などは別途費用が必要です）

●2月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

2月2日㈰
佐伯北診療所 ☎954-2032

うえおか内科医院 ☎086-952-5665

9日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

越宗医院 ☎957-3035

11日㈫
あかいわファミリークリニック ☎955-9251

さくら整形クリニック ☎995-9720

16日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

那須眼科 ☎955-8980

23日㈰
梶原内科医院 ☎955-3750

ますだ眼科クリニック ☎958-5558

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については1月8日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

2月7日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
藤浪　秀一

2月19日㈬
10:00～15:00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

2月7日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

2月12日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

2月19日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

2月19日㈬
13:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務】
随時（土、日、祝休日は除く）
破産・任意整理の相談は、無料法律相談日以外でも弁護士による
電話相談として受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114
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●2月の検診・定期救急講習など
1 土 ㊡桜が丘出張所

2 日

3 月 ㊡山陽郷土資料館

4 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

5 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

6 木

7 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

8 土 ㊡桜が丘出張所

9 日

10 月 ㊡山陽郷土資料館 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 

11 火 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

12 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

13 木 ⃝乳児健診・育児相談（吉井保健センター） 受付12：45～13：15

14 金 ★犯罪ゼロの日

15 土 ㊡桜が丘出張所

16 日

17 月 ㊡山陽郷土資料館

18 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15 

19 水 ⃝2歳6か月児健診［歯科］（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

20 木 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 金

22 土 ㊡桜が丘出張所

23 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

24 月 ㊡山陽郷土資料館

25 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12：45～13：15

★交通安全日

26 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

27 木

28 金 ⃝母親学級（赤坂健康管理センター） 受付9：15～9：30

●2月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

1 土

改
修
工
事
の
た
め
３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

2 日

3 月 休館日 休館日

4 火 休館日

5 水

6 木

7 金 ★

8 土

9 日 ★

10 月 休館日 休館日

11 火

12 水 休館日 休館日

13 木

14 金 ★

15 土

16 日

17 月 休館日 休館日

18 火 休館日

19 水

20 木

21 金 ★

22 土

23 日 ★

24 月 休館日 休館日

25 火 休館日

26 水

27 木

28 金 ★

★トレーニングルーム初心者講習実施日

ライフ・カレンダー
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カ
レ
ン
ダ
ー
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
（
営
業
、
農
業
な
ど
）
を

し
て
い
る
人

②
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

③
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

④
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人
、
給
与
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

人
、
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
人

⑤
公
的
年
金
等
収
入
以
外
に
他
の

所
得
が
あ
る
人
、
公
的
年
金
等

収
入
だ
け
で
所
得
の
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
公
的
年
金
等
収
入
が
４
０
０
万

円
ま
で
で
、
他
の
所
得
が
20
万

円
以
下
の
人
は
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
還
付
の
申

告
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税（
住
民
税
）申
告
が

必
要
な
人

　

市
県
民
税
は
、
今
年
１
月
１
日

に
赤
磐
市
に
お
住
ま
い
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
下
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
上
旬
に
赤
磐
市
か
ら
昨
年

市
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
へ
申

告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

申
告
は
、
２
月
17
日
㈪
か
ら
３

月
17
日
㈪
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

で
す
。
各
会
場
の
日
程
は
22
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
前
記
の
所
得
な
ど
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ

る
人

申
告
は
自
書
申
告
で

　

申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
提

出
す
る
「
自
書
申
告
」
を
お
願
し

て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用

の
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

便
利
で
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
申
告
書
が
作
成
で
き
た
人
は
、

瀬
戸
税
務
署
か
本
庁
税
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
所
得
や

控
除
の
証
明
と
な
る
必
要
資
料
を

添
付
し
て
瀬
戸
税
務
署
に
郵
送
で

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平
成
25
年
分
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成
25
年
中
に
住
宅
の
新
築
や

購
入
・
増
改
築
を
行
っ
た
人
で
、

２
月
17
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申告が必要かどうか、まずは確認！
平成26年1月1日現在
赤磐市に住んでいる

平成25年中に
収入があった

はい いいえ

赤磐市に市県民税の申告
をする必要はありません
平成26年1月1日に住んでいた
市区町村へ相談してください。

市県民税の申告が必要な
場合があります
詳しくは21ページ「国民健康保
険税などの申告について」をご覧
ください。平成25年にサラリー

マンかパートだった

年金をもらっている

確定申告を
してください

市県民税の申告が
必要です
ただし年金収入が400万円を超
えている、または20万円を超える
所得がある場合は、確定申告をし
てください。

サラリーマン・パートの人にお尋ねします

平成25年分の給与の
年末調整が済んでいる

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

給与を２カ所以上から
もらっている

勤務先から赤磐市へ
「給与支払報告書」が

提出されている

市県民税の申告をする
必要はありません

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です
ただし、給与以外の年間
所得が20万円を超える
人は確定申告をしてくだ
さい。

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です

市
県
民
税

（
住
民
税
）申
告

赤
磐
市
役
所
税
務
課

赤
磐
市
下
市
３
４
４　

☎（
９
５
５
）０
９
５
１

所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税

（
確
定
申
告
）

瀬
戸
税
務
署

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
70

☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５
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▪申告に必要なもの

▪申告会場へ出かける前に
扶
養
控
除
申
告
書
が
未
提
出
の
場

合
は
「
寡
婦
（
寡
夫
）」
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

か
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
お
ら
れ
る

世
帯
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
算
定
の
た
め
、
所
得
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を
し
て

平
成
26
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
県
民
税
の
改
正
点

①
均
等
割
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
よ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
個
人
住
民
税
の
均
等
割
税

率
が
１
０
０
０
円
（
市
民
税
５
０

０
円
、
県
民
税
５
０
０
円
）
加
算

さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
か
ら
５
５
０
０
円

（
市
民
税
３
５
０
０
円
、
県
民

税
２
０
０
０
円
）

　

平
成
25
年
度
ま
で
４
５
０
０
円

（
市
民
税
３
０
０
０
円
、
県
民

税
１
５
０
０
円
）

②
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　

給
与
収
入
金
額
が
１
５
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控

除
額
に
つ
い
て
、
２
４
５
万
円
の

上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

の
特
例
控
除
の
見
直
し

　

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
ま
で

復
興
特
別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
に

寄
附（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）を
行
っ

た
場
合
、
所
得
税
の
控
除
額
に
加

え
、
復
興
特
別
所
得
税
分
へ
も
反

映
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

に
係
る
市
県
民
税
の
特
例
控
除
額

が
調
整
さ
れ
ま
す
。

④
公
的
年
金
所
得
者
の
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
に
係
る
申
告
手
続
き

の
簡
素
化

　

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
所
得

以
外
の
所
得
が
な
か
っ
た
人
が
、

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
の
申
告
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
年
金
保
険
者
に
提
出

す
る
扶
養
控
除
申
告
書
に
「
寡
婦

（
寡
夫
）」
の
記
載
を
忘
れ
た
り
、

◯印鑑（スタンプ式は不可）
◯申告書が送付されている人は、その申告書
◯給与、雑所得（公的年金や個人年金など）、一時

所得（生命保険や損害保険の満期）、配当所得な
どの源泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可）

◯国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・任意継
続の社会保険料・介護保険料などの領収書また
は支払った金額の分かるもの。また、国民年金保
険料については、保険料を支払ったことを証明す
る書類（日本年金機構から事前に送付される「国
民年金保険料控除証明書」 または、保険料の領
収証書）

◯生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、
支払保険料の証明書

◯医療費控除を受ける人は、医療費の領収書、保険
などで補てんされた金額の明細書、おむつ使用
証明書など（医療費や補てん額については、必ず
事前に計算してください）

◯身体障害者手帳や療育手帳など
◯寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証など
◯「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿

謄本、契約書の写し、住民票の写し、増改築等工
事証明書、借入金の年末残高証明書など

※税の還付を受ける人は、本人の預金口座の分か
るもの

　申告期間中は会場が大変込み合います。待ち
時間短縮のために次のことにご協力ください。
※収支内訳書は事前に記入する
※医療費と高額医療費や入院給付金などで補て

んされた金額は事前に集計する

　次の事項に該当する
確定申告は、瀬戸税務
署で申告をしてくださ
い。市役所や支所など
の会場では相談を受け
られないので、ご注意
ください。

土地建物・株式などの譲渡所得、先物取引によ
る所得、営業所得、不動産所得、住宅借入金等
特別控除、青色申告、そのほか瀬戸税務署か
ら別に案内のあったもの

く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
が

一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
未
申
告
の
人
が
い
た
場
合
に

は
、
所
得
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
を
し
な
い
と
課
税

証
明
書
や
所
得
証
明
書
な
ど
が
発

行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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 ■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　　場
2/17 ㈪ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（2階大会議室）

18 ㈫ 和田・穂崎
19 ㈬ 長尾・立川
20 ㈭ 河本・下市
21 ㈮ 熊崎・南方・斎富
24 ㈪ 沼田・中島
25 ㈫ 日古木・二井・高屋
26 ㈬ 上市・正崎・五日市
27 ㈭ 尾谷・津崎・神田
28 ㈮ 鴨前・西中・斗有

3/ 3 ㈪ 下仁保・上仁保
4 ㈫ 山陽1・2丁目
5 ㈬ 山陽3・4丁目
6 ㈭ 山陽5・6・7丁目
7 ㈮ 山陽1～7丁目

10 ㈪

山陽全地区

11 ㈫
12 ㈬
13 ㈭
14 ㈮
17 ㈪

 ■ 熊山会場／桜が丘会場
月　日 対象地区 会　　場
2/17 ㈪ 沢原・佐古

くまやまふれあい
センター

18 ㈫ 殿谷・岡・酌田
19 ㈬ 円光寺・吉原
20 ㈭ 河田原・釣井・徳富・小瀬木
21 ㈮ 松木・勢力
24 ㈪ 千躰・奥吉原
25 ㈫ 小野田・豊田全域
26 ㈬ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

27 ㈭ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
28 ㈮ 桜が丘東1・2丁目

3/ 3 ㈪ 桜が丘東3・4丁目
4 ㈫ 桜が丘東5・6丁目
5 ㈬ 可真・桜が丘東全域
6 ㈭ 桜が丘西1･2・3丁目
7 ㈮ 桜が丘西4・5丁目

10 ㈪ 桜が丘西6・7丁目
11 ㈫ 桜が丘西8・9・10丁目
12 ㈬ 桜が丘西全域
13 ㈭

熊山・桜が丘全地区14 ㈮
17 ㈪

 ■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　　場
2/17 ㈪ 出屋･小原･奥小原･小原上

笹岡公民館18 ㈫ 坂辺・下分
19 ㈬ 惣分･大屋･大屋下･山手
20 ㈭ 町苅田

赤坂支所
（2階大会議室）

21 ㈮ 大苅田
24 ㈪ 東窪田
25 ㈫ 西窪田
26 ㈬ 由津里
27 ㈭ 山口
28 ㈮ 西軽部

3/ 3 ㈪ 東軽部
4 ㈫ 南佐古田･北佐古田･今井
5 ㈬ 多賀
6 ㈭

赤坂全地区

7 ㈮
10 ㈪
11 ㈫
12 ㈬
13 ㈭
14 ㈮
17 ㈪

 ■ 吉井会場
月　日 対象地区 会　　場
2/17 ㈪ 塩木・平山・仁堀東

仁美農村
振興センター

18 ㈫ 仁堀中
19 ㈬ 仁堀西
20 ㈭ 戸津野・中勢実
21 ㈮ 小鎌中･小鎌上･西勢実
24 ㈪ 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
25 ㈫ 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉井支所
（2階会議室）

26 ㈬ 稲蒔･高田･光木
27 ㈭ 黒本
28 ㈮ 黒沢

3/ 3 ㈪ 滝山・中山
4 ㈫ 是里全域
5 ㈬ 河原屋・草生
6 ㈭ 周匝（中之町・下之町）
7 ㈮ 周匝（中之町･下之町以外）

10 ㈪ 中村
11 ㈫ 福田
12 ㈬

吉井全地区
13 ㈭
14 ㈮
17 ㈪

《申告相談受付時間》午前 9 時～午後 4 時

申 告 相 談 日 程 表
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　赤磐市民病院は、4月1日㈫から「赤磐市民診療所」として
診療を開始します。
　診療時間など詳しくは、2月下旬ごろから、広報紙などでお知
らせします。
■問い合わせ先

・本庁健康増進課　☎955-1117

　岡山県青少年育成県民会議主催の平成25年度「明るい家庭づ
くり」作文の審査が行われ、次の皆さんが入賞しました。（敬称略）
■優良賞
　安藤　咲蘭（山陽北小 1 年）／伊永　一花（山陽東小 3 年）
　八塚　愛実（桜が丘中 1 年）
＜保護者＞　
　峰平さやか（周匝保育園）／神田久見子（桜が丘小学校）
■佳作
　額田　都夢（山陽西小 2 年）／楠本　海斗（笹岡小 4 年）
　福原向日葵（山陽北小 5 年）／咲本ののか（山陽北小 6 年）
　楢嵜　秀都（赤坂中 2 年）／永宗　歩果（桜が丘中 3 年）
＜保護者＞　
　杉本理恵子（桜が丘幼稚園）／神本あゆみ（黒本保育園）
　森末あずさ（佐伯北保育園）
■問い合わせ先
　・教育委員会社会教育課　☎955-0783

　12月18日、赤磐市役所で年々不透明化・巧妙化する暴力団
犯罪に的確に対処し、市が行う事務事業から暴力団などの排
除措置を徹底することを目的に赤磐警察署との相互の連絡協
調体制について合意書を締結しました。
　この合意書には、暴力団員な
どに該当するかについての意
見照会や暴力団排除に関する
支援など、市と警察の相互協力
などが明記されています。また、
暴力団などの排除措置の範囲
が公共工事や公共施設の利用
だけでなく、物件の買い入れ契約や補助金の交付などすべて
の事務事業に拡大されました。
　市と警察がより一層連携・協力を図り、市の事務事業から暴
力団などを排除することにより、市民の皆さんが安全・安心に生
活できるまちづくりの実現を目指します。
■問い合わせ先
　・本庁くらし安全課　☎955-2650

　軽自動車税は毎年4月1日現在の所有者に課税され、その
課税地は軽自動車などを常時置いている市町村となってい
ます（乗用型農業用機械も税の対象になります）。
　次の事項に該当する場合は、3月31日までに変更などの手
続きを行ってください。

・所有者・車両とも赤磐市から転出している場合 → 新住
所地へ登録変更

・他人に譲渡したが、名義変更の手続きができていない
場合 → 新所有者へ名義変更

・死亡した人の名義のままになっている場合 → 新所有
者へ名義変更

・すでに使用していない場合 → 廃車申告
■問い合わせ先
※原動機付自転車（排気量125cc以下）および小型特殊自動車

・本庁税務課市民税班　☎955-0951
・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

※二輪車（排気量125ccを超えるもの）
・中国運輸局岡山運輸支局　☎050-5540-2072

※三輪以上の軽自動車
・軽自動車検査協会岡山事務所　☎086-245-3600

　勤め先や家族の健康保険にすでに加入したにもかかわら
ず、新しい保険証の交付が遅れたなどの理由で、赤磐市の
国民健康保険証で受診した場合や、日付をさかのぼって赤
磐市国民健康保険をやめた場合などは、赤磐市が病院など
へ支払った保険給付費（医療費）を返還していただく場合が
あります。
　これは、赤磐市の国民健康保険証で受診したことにより、
本来は受診日当日に加入していた健康保険が負担するはず
の保険給付費（7割～9割）を赤磐市が支払ったためです。
　返還が必要な医療費があった場合は、世帯主あてに送付
する納付書で赤磐市へ返納していただき、その返納した金
額を受診日当日に加入していた健康保険へ改めて請求しな
おしていただきます。
■問い合わせ先

・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
・赤坂支所市民生活課　☎957-2222
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

市民病院が市民診療所として診療を開始します

赤磐警察署と暴力団等排除に係る
合意書調印式を開催

原動機付自転車・軽自動車などの
手続きはお済みですか？

受賞おめでとう！ 「明るい家庭づくり」作文

資格喪失後の受診による医療費の返還について
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　吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターのトレーニング室に、２
台のトレーニングマシンが新たに整備されました。
これらは地域住民の健康増進のためにと、株式会
社キャットアイから寄贈されたもので、これまでに
ランニングマシン４台とエアロバイク４台を寄贈い
ただいています。
　吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、施設の充実を図る
ことができたことに感謝し、これらのマシンをより多
くの皆さんにご利用いただきたいと願っています。
　皆さんも健康づくりのために、マシンを使ったト
レーニング始めてみませんか！

T

タウン・トピックス

2013.11 ▶ 2013.12

吉井B&G海洋センターのトレーニングマシンが充実
株式会社キャットアイから寄贈

　12月17日、国際ソロプチミスト赤磐の代表者４人が
市長室を訪問し、生理用品一式が寄贈されました。
　これらは、生理用品が十分に与えられず学習な
どに支障が出ることのないようにしてほしいとの
思いを込めて、子どもたちに贈られたもので、当
面、市内の12小学校と５中学校に10人分ずつ配ら
れ、不足すると追加されます。
　受け取った友實市長と永島教育長は「子どもた
ちの健やかな成長のために大切に使わせていた
だきます」と感謝の意を伝えました。

子どもたちの健やかな成長のために生理用品を配付
国際ソロプチミスト赤磐から寄贈

　11月19日、赤磐地区保護司会第３期定例研修会
の中で、平成25年度保護司および内助功労受彰者
の伝達がありました。保護司とは、犯罪や非行を
した人の立ち直りを地域で支える活動で、保護司
法に基づき、法務大臣から委嘱を受けて、保護観
察や犯罪予防などの活動を行っています。この表
彰は、多年にわたり更生保護の活動に貢献をして
いることに対し行われたものです。受賞者および
団体は、次のとおりです。（敬称略）
○保護司関係
【法務大臣表彰】井上和也、 岡康雄　　
【中国地方保護司連盟会長表彰】安東憲太郎
【岡山保護観察所長表彰】馬場由記恵
【岡山県保護司会連合会長表彰】矢部公夫
○更生保護女性会関係
【中国地方更生保護委員会委員長感謝状】
　大森素子
【中国地方更生保護女性連盟会長表彰】
　花谷清子、西岡滋子
【岡山保護観察所長感謝状】小林良江、山本泉
○民間協力者関係
【岡山保護観察所長感謝状】片岡憲秀

受賞おめでとうございます
保護司および内助功労受彰者
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　平成26年４月から稼働する赤磐市環境センター
の愛称を赤磐市在住、在勤、在学の人から募集し
たところ、４歳から80歳の人まで計75件もの応募
がありました。
　審査の結果、赤磐市環境センターの愛称は、神
本あゆみさん（黒沢）の作品「エコプラザあかい
わ」に決定しました。
　この愛称は、ごみ処理に関する広報や啓発など
に広く使用していきます。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

赤磐市環境センターの愛称決定！
「エコプラザあかいわ」

　12月21日、中央公民館で赤磐市児童虐待防止シ
ンポジウムを開催し、約120人が参加しました。
　川崎医療福祉大学の諏訪利明准教授による基調
講演の後、子育て支援に関わる5人のシンポジスト
が「特性のある子どもを地域でどう支えていくか」
をテーマに討論をしました。
　シンポジウムでは、「子どもが心配」と感じたら
相談（通告）が必要で、子どもの特性を生かした子
育て支援を行い、地域で支えていくことで児童虐待
を防止し、長期欠席・不登校や非行を防止すること
ができるとまとめました。
　アンケートでは、「困ったときに支援してもらえる
ところが市内にたくさんあることを知った」などの
感想がありました。

地域で子育て支援！
児童虐待防止シンポジウム

　11月21日、和歌山県で第54回全国スポーツ推進
委員研究協議会が開催され、松江良一さんが、平
成25年度スポーツ推進委員功労者表彰を受賞され
ました。この賞は、スポーツ推進委員として長年に
わたり地域のスポーツ振興に尽力した人に贈られ
る賞です。
　松江さんは、平成元年から体育指導委員（現在
は赤磐市スポーツ推進委員）として、また、平成10
年から平成21年までは体育指導委員長（現在の赤
磐市スポーツ推進委員長）として、地域や団体の
行事の企画から運営までさまざまな場面で活動し
てこられました。特に子どもたちや障害者の体力
向上やスポーツ・レクリエーション活動を積極的に
行い、地域住民相互のふ
れあいを深める活動に尽
力されました。　
　さらに、平成16年から
は岡山県体育指導委員
協議会で役員を務めるな
ど、その人柄と行動力で
市内外を問わず信頼が高
く、活躍されています。

平成25年度スポーツ推進委員功労者表彰受賞
松江良一さん（山陽）

　12月７日、バレーボールＶ･プレミアリーグ滋賀大
会に、岡山シーガルズの試合を応援するため、今年
も市民応援バスが出発しました。試合はフルセット
の大熱戦で、惜しくも敗れましたが、会場一体となっ
て熱い声援を送りました。また、応援バス定番のお
まけ観光では「比叡山延暦寺」を楽しみました。皆
さんも、ぜひ次回の応援バスにご乗車ください。
　われらが岡山シーガルズは、12月の全日本選手権
で準優勝。悲願のＶリーグ制覇に向け、皆さんの応
援をよろしくお願いします。

今年も市民応援バスが出発
シーガルズ応援バスツアー

完成予想図
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　12月2日に山陽西
小学校で、3日には磐
梨小学校で「人権の
花運動」感謝状贈呈
式が行われました。
　人権の花運動は、
児童たちがお互いに
協力しあって種まき

をし、花を育てることにより、相手の立場を考えるこ
と、協力しあうこと、感謝することなどの重要性を学
ぶとともに、その花を多くの人々に鑑賞していただ
き、子どもたちの思いやりの心をのばすことを目的
とした活動です。贈呈式は、この運動に参加し、命
の大切さなどの人権を尊重する心を育んだ児童に
対し、岡山人権啓発活動地域ネットワーク協議会か
ら感謝状が贈られた
ものです。子どもたち
にとって、人権の花
運動は、思いやりの
心を育てる貴重な体
験となりました。

思いやりの心を育てる
「人権の花運動」感謝状贈呈式

　12月7日、中央公民館で、第65回人権週間（12月4
日〜10日）の行事の一環として人権を考えるつどいを
開催しました。
　山陽公民館グループ「アロハ・メイツ」の演奏と「フ
ラシスターズ」の踊りで始まり、人権作文・標語の表
彰に続いて、テレビなどでも幅広く活躍されている精
神科医の名越康文さんによる講演会がありました。
　自分の心を前向きにしていくことの大切さや自分
のイライラをコントロールする対処法などを教えてい
ただき、ユーモアを交えた心あたたまるお話でした。
　参加した約300人は、人生は自分の考え方次第で、
良い方に進んでいくことを学ぶことができました。

行動をするときは、一呼吸おいてから
人権を考えるつどい

　12月14日、城南ふれあいセンターで、講師にお飾
り作りに詳しい難波公正さんを招き、「三世代交流
お飾りづくり」を開催しました。
　会場は、和気あいあいとした雰囲気につつまれ、
子どもたちは、親や地域のお年寄りに囲まれて、自
分たちだけでは作ることが難しいお飾りを作り上げ
ていきました。
　最後には、良い一年でありますようにという願い
を込めた自分だけのお飾りを見事に完成させ、充
実した笑顔を見せていました。

今年も良い年！
三世代交流お飾りづくり

　12月5日、山陽西小学校で、プロのスポーツ選手
が子どもたちに思いやりの大切さなどを伝え、人
権についての理解を深める人権スポーツ教室が
開催されました。
　サッカー女子・なでしこリーグの岡山湯郷ベル
の監督や選手6人から、サッカーを通じて経験した
チームワークや努力することの大切さ、応援してく
れている人たちへの感謝の気持ちなど、子どもた
ちが夢や希望を抱くことのできるメッセージが伝え
られました。
　その後、子どもたちは、人権についてのゲーム
などを選手と一緒に行い、楽しいひとときを過ごし
ました。

湯郷ベルの選手からメッセージ
山陽西小学校で人権スポーツ教室

山陽西小学校

磐梨小学校

山陽西小学校
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読
者
の

広
場
　

Reader'sSquare
読者の広場

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
４月号は２月１３日㈭が
記事の締め切りです。

問秘書企画課 ☎955-4770

◆
日
時
／
３
月
２
日
㈰　

午
前
８
時
～

　

※
ア
ウ
ト
・
イ
ン
各
20
組

◆
場
所
／
山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
平
山

４
２
８
）

◆
参
加
費
／
１
万
５
千
円（
プ
レ
ー
費
、

昼
食
代
、チ
ャ
リ
テ
ィ
代
含
む
）

※
プ
レ
ー
終
了
後
、各
自
で
清
算
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
70
歳
以
上
は
利
用
税
が
無
料
で
す
の

で
、証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
10
日
㈪（
先
着
順
）

※
お
一
人
で
の
申
し
込
み
も
大
歓
迎
で

す
が
、組
み
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
に
お

任
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ・
申
し
込
み
先

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐

　

西
岡　

☎
・
FAX（
９
５
５
）０
２
８
７

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

催し

　

11
月
２
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
の
間
、岡
山
市
奥
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
第
28
回
岡
山
県

秋
季
学
童
軟
式
野
球
大
会（
５
年
生
以
下
）が
開
催
さ

れ
、岡
山
県
内
12
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
20
チ
ー

ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。ヤ
ン
グ
山
陽
の
優
勝

は
２
年
連
続
で
、28
回
の
大
会
史
上
初
の
連
覇
と
な
り

ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

新
人
戦
優
勝

投稿

　

日
本
の
伝
統
楽
器「
筝
・
尺
八
・三
絃
」

の
伝
承
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

文
化
協
会
所
属
の
グ
ル
ー
プ
会
員
が
、

相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目

指
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。今
回

は
、一
般
の
皆
さ
ん
に
も
研
修
会
を
見

学
し
て
も
ら
い
、和
楽
器
か
ら
流
れ
る

音
色
を
感
じ
、合
奏
の
雰
囲
気
を
知
っ

て
も
ら
う
時
間
を
設
け
ま
し
た（
演
奏

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
合
奏
研
修
会

◆
日
時
／
３
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

◆
場
所
／
高
月
公
民
館

◆
研
修
曲

・
新
浮
舟（
松
浦
検
校 

作
曲
）

・
白
樺
の
林
に
て（
野
村
正
峰 

作
曲
）

・
富
士（
大
月
宗
明 

作
曲
）

筝・尺
八・三
絃
合
奏
研
修
会◆

主
催
／
山
陽
絃
伶
会
、熊
山
絃
伶

会
、尺
八
ア
シ
タ
バ
の
会

◆
協
力
／
赤
磐
三
曲
協
会

●
見
学（
参
加
費
無
料
、申
し
込
み
不
要
）

◆
時
間
／
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30

分
ご
ろ
（
随
時
会
場
内
へ
入
っ
て
見

学
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
そ
の
他

・
入
り
口
に
展
示
の
和
楽
器
は
自
由
に

触
れ
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

・
見
学
中
は
、私
語
を
控
え
て
く
だ
さ

い
。

●
共
通
事
項

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
代
表　

水
島
武
男

　

☎（
９
５
５
）２
５
４
９

催し

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に
誕生日を迎える3歳までのお子さん（3月・4月
生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希
望する人は①写真（返却はありません） ②氏名

（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電
話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護
者氏名 ⑩簡単なコメント（30字程度） を添え
てください。締め切りは2月13日㈭までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤
磐市役所秘書企画課　E-mail／akaiwa_
info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

廣
ひ ろ い し

石 羽
う た

汰 くん （桜が丘東１）
平成25年1月24日生まれ

笑顔いっぱい！
元気いっぱい！ 優しい
男の子に育ってね！！

お
父
さ
ん
の

雅
行
さ
ん
か
ら
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
「
か
ぶ
と
も
り
」「
た
け
し
」「
し
ょ
う

ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ
ぷ
た
」「
ま
が
れ
ば
ま

が
り
み
ち
」。
こ
れ
は
僕
が
大
好
き
だ
っ
た

絵
本
で
す
。
皆
さ
ん
は
好
き
な
絵
本
っ
て

あ
り
ま
す
か
？　

タ
イ
ト
ル
は
分
か
ら
な

い
、
内
容
も
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
。
で
も

何
と
な
く
、
記
憶
の
片
隅
に
う
っ
す
ら
と

残
っ
て
い
る
絵
本
の
断
片
。
そ
れ
を
探
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
一
気
に
「
絵

本
が
読
み
た
く
な
る
」
衝
動
に
駆
ら
れ
る

は
ず
で
す
。

（
猪
木　
亮
）

▼
成
人
式
の
写
真
を
撮
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
色
鮮
や
か
で
き
れ
い
な
振
り
袖
や

袴
、
ス
ー
ツ
姿
で
ビ
シ
ッ
と
決
め
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
晴
れ
や
か
な
顔
つ
き
で

キ
ラ
キ
ラ
し
て
見
え
ま
し
た
。
寒
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

友
達
や
恩
師
と
写
真
を
撮
っ
た
り
思
い
出

話
を
し
た
り
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、

ハ
タ
チ
の
元
気
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
き
っ

と
こ
の
成
人
式
も
ま
た
良
い
思
い
出
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
栗
政
千
尋
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

ヘルメットをかぶり、急な斜面に腰を据え、
黙々と芝を張っていく中学生。職場体験を
通して中学生らは、教室の授業では学ぶこ
とのできないことを体験できたようでした。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り
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大
人
も
子
ど
も
も
、

心
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
に

　「
絵
本
は
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
る

し
、
読
ん
で
い
る
と
思
わ
ず
顔
が
笑
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
絵
本
は
子
ど
も
が
読

む
も
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、
大
人
も
十
分
楽
し
め
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
一

昨
年
、
絵
本
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
小
竹
守
道
子
さ
ん
で
す
。
小
竹
守
さ

ん
が
絵
本
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
子
育

て
を
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。「
絵
本
に

触
れ
る
の
は
子
育
て
を
通
し
て
で
し
た

が
、
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
絵
や
文

を
読
ん
で
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
私

自
身
が
絵
本
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て

し
ま
っ
た
み
た
い
で
す
」。

　
そ
し
て
46
歳
の
と
き
、
当
時
千
葉
県

に
住
ん
で
い
た
小
竹
守
さ
ん
は
、
著
名

な
絵
本
作
家
で
あ
る
き
む
ら
ゆ
う
い
ち

さ
ん
が
顧
問
を
務
め
る
絵
本
講
座
に
参

加
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
絵
本
の
場
面

構
成
な
ど
の
基
本
を
学
び
、
試
作
品
を

つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
試
作
品
を
手
に
、

た
く
さ
ん
の
出
版
社
を
訪
ね
て
は
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
う
し
て
平
成
24
年
７
月
、
デ
ビ
ュ
ー

作
と
な
る
『
ね
む
れ
な
い
こ
の
く
に
』

の
出
版
へ
と
至
り
ま
し
た
。「
た
だ
１
冊

の
絵
本
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
た

小
竹
守  

道
子 

さ
ん 

（
下
仁
保
）

ち
が
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
出
版
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
」。
小
竹
守
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に

話
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
絵
本
を
つ
く
る
と
い
う
の

は
な
か
な
か
大
変
だ
と
い
い
ま
す
。「
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
深
み
に
は
ま
っ
て

し
ま
っ
て
、
何
を
書
い
て
も
全
然
ダ
メ

な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
」
と
苦
笑
い
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
絵
本
を
つ
く
る
の

は
好
き
だ
と
話
す
小
竹
守
さ
ん
。「
い
つ

か
、
大
人
も
子
ど
も
も
、
読
み
終
わ
っ

た
後
に
心
が
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
絵
本
が
つ
く
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
」。

　
小
竹
守
さ
ん
が
つ
く
っ
た
絵
本
『
ね

む
れ
な
い
こ
の
く
に
』
と
『
え
ん
そ
く

ご
い
っ
し
ょ
に
』
は
、
市
内
各
図
書
館

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。児
童
書
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
見
か
け
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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